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大 洲 民 報 2018 年 7 月 15 日 
日 本 共 産 党 

大洲市委員会 

23-3271 

39-2915 

 新谷も自動車教習所付近が浸水。泥が氾濫していました。 

春賀は、集落の入り口にゴミが山の様に積まれ、浸水の被害の大きさを感じま

した。道が中まで入れませんでした。 

 八多喜は、肱川沿いの方が、「かつて２回家を流されたが、今回も浸水。もう

何とも思わない」とつかれた様子でした。「広い自宅は浸水でとにかくいる物を

二階に放りあげた。孫達が掃除をしてくれているが、水がこない、電気がこない。

弁当を食べ生活している」と言います。八多喜のコンビニも浸水。買い物に困っ

ています。ここも電気がつかない、水道がでないといいます。  

  多田地域は、山からの水も多かったが、減り始めたら肱川本流が入り、かつて

経験したことのない勢いで浸水。１５０センチほどの浸水。「車も農機具も浸か

った。ご近所のお蚕は流されてた」といいます。道はどろどろでした。ここも電

気がつかない、水道がでないといいます。 

東大洲は電気店の商品がゴミになっていました。紳士服のはるやまやパチンコ

店、ダイキなど両側にあった店が全て浸水。これからどうされるのか、働く人々

の暮らしはどうなるのか心配です。夜にはライトが消え想像が出来ない街になり

ました。民家も浸水。 

  田の口でも浸水で多くの方がゴミ出しをされていました。 

＜長浜＞ 

「水がでないので、給水サービスに頼っている。１時間しかない。もう少し長

くしてほしい」の声です 

＜河辺＞ 

河辺では、崩落した土砂によって市道が通行止めになりました。山際崩落で通

行止めの所もあります。河辺から肱川の道路は、谷からの土砂が県道に流れ出し

て通行のじゃまをしていますが、通行できなくはありません。  

 

 

 

大雨による災害と、肱川の氾濫での災害など 

大雨により大洲市の多くの地域で甚大な被害がありました。 

 肱川町では７０年ほど前に起こったと言われる町内中心での浸水がおきまし

た。肱川支所はじめ、鹿野川診療所、郵便局などが浸水。肱川中学校校庭は川と

なり、フェンスがなぎ倒されていました。鹿野川ダムの下は、今後計画されてい

る洪水吐きトンネルによる大量の排水対策として補強がされていましたが、えぐ

り取られています。道の駅（清流の里ひじかわ）は、浸水し閉店しています。み

るみるうちに増水して、車の避難も出来なかったと言います。電気が止まり水道

が出ないので、思うように片づけられないと言われます。また、鹿野川大橋は橋

桁の部分か飛んで通行出来ない状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜大洲＞ 

肱川沿いの菅田地域は、本当に洪水のすごさを見せつけられました。木の上に

ゴミが止まり、階段で高い家なのに浸水しています。大竹から肱川沿いは、道路

がえぐられ交通に注意が必要です。大成橋は見る影もなく流されました。大成保

育所も浸水しました。皆さんが片づけに追われていました。 

 

  柚木もメイン通りが浸水し、ゴミが山の様に積まれています。「あさもや」近く

は浸水を免れていました。 

  阿蔵は、川沿いに人家が浸水、人の肩ほどになったといいます。「壁が流れ落ち、

タンスや家具、冷蔵庫などもう使えない。近所の方が家から出してくれたが、掃

除がこれから。二階で生活する」といいます。 
 

市内をまわって・・梅木かづこ大洲市議会議員 

 肱川がどれほどの広さの川になったか爪痕が示していました。「雨の後、晴れ

たので片づけたいのに水がないので掃除が出来ない」と多くの方がいわれまし

た。また電気は家まできているのでブレーカーを交換したら使えると四国電気

の方が多田で言われました。ブレーカーが手に入るのかと心配もされていまし

た。電気が流れているなら、ブレーカーの交換を早期に出来るように支援が必

要です。水は命です。なによりも早く復旧が求められます。片付けに追われて

いる方々のお話はやはりダムの問題です。今後の検証が必要です。 

また、大規模豪雨が予想される中、今回の様な災害が起こらない街作りと対

策が課題です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


